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1. はじめに 

広島大学大学院先端物質科学研究科の分子生

命機能学専攻では，微生物の保存と分譲を通じた研

究支援を目的として，微生物遺伝資源保存室（HUT

カルチャーコレクション，以下 HUT）を設置している． 

本稿は筆者が寮務を担当している HUT の活動と

その意義について紹介するものである． 

 

2. HUT の業務 

HUT は国内の微生物保存機関のネットワークであ

る日本微生物資源学会の機関会員として参加するだ

けでなく，国際的な微生物保存機関のネットワークに

も参加している，公的に認められた機関として以下の

業務を行なっている． 

(1) 微生物の保存 

微生物の保存が必要な理由は後述するとして，

HUT では有用な微生物を保存している．保存してい

る微生物は糸状菌，酵母，放線菌，細菌であり，平成

22 年度末の時点でそれぞれ 707株，438株，319 株，

30 株を保有している． 

(2) 微生物の分譲 

現在は分譲手数料の徴収について調整中である

ため，積極的な分譲は行なってはいないが，学内お

よび学外の教育機関へは分譲を行なっており，年間

十数株程度の分譲を行なっている． 

(3) 微生物 託 

HUT は国際的に認められた微生物保存機関であ

るため，新種登録のための寄託が可能である．また，

その他の有用微生物の受け入れも行なっている． 

(4) そ

物の保存法 

微生物の保存法には様々な方法があるが，本稿

では主に HUT で採用している方法について紹介す

る． 

(1) L-乾燥



管理に注意が必要な点である．これを回避するため

に HUT では複数のフリーザーを使用している．しか

し，先端物質科学研究科の建物自体に停電に対す

る備えが無く，バックアップ電源の配線はあるものの，

本配線とは別になっており，災害時の停電に対して

は全くの無防備である．そのため，L-乾燥が可能な

株はアンプル作成を順次行い，バックアップ体制を

整えているところである． 



はその後の戦災をもくぐり抜け，現在まで受け継がれ

ている． 

また，発酵研究所



クションの充実を図りたい． 

(2) データベースの充実 

JSCC Strain Database へ参加するとともに前項で取

得されたシークエンス情報も WEB データベースへ追

加したいと考えている． 

(3) 安全性の向上 

アンプル化しておらず，凍結保存品のみの菌株が

非公開株を中心に多数残っている．これらのアンプ

ル化を順次行い，災害等で長時間の停電が発生し

ても菌株が失われないようにする必要がある．また，

フリーザーのバックアップ電源が確保できるかどうか

もあわせて検討したい． 
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